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３．道路メンテナンスに関する最近の話題        【資料１】 

 

４．議 事 

 

（１）令和４年度の活動報告             【資料２】 

 

（２）１巡目点検施設の修繕等措置の実施状況     【資料３】 

 

（休 憩） 

 

５．意見交換（非公開） 

 

６．情報提供等（非公開） 

 

７．閉 会 

 



国土交通省
東北地方整備局
道路部 道路保全企画官

石津 健二

道路メンテナンスに関する最近の話題

資料１

公共事業関係費（国土交通省関係）の推移
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※R5.1.23「国交省 令和5年度予算概要」より



令和５年度予算（国土交通省）
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《令和５年度国土交通省関係予算》
１．国費総額

(1) 一般会計 ５兆８，７１４億円（１．００倍）
公共事業関係費 ５兆２，５０２億円（１．００倍）

○一般公共事業費 ５兆１，９３１億円（１．００倍）
○災害復旧等 ５７２億円（１．０１倍）

非公共事業 ６，２１１億円（１．０３倍）
○その他施設 ４６７億円（１．０９倍）
○行政経費 ５，７４４億円（１．０３倍）

(2) 東日本大震災復興特別会計 ４０１億円（１．０６倍）
２．財政投融資 ２兆３, ２７５億円（１．４０倍）

《基本方針》
○ 「国民の安全・安心の確保」、「経済社会活動の確実な回復と経済好循環の加速・

拡大」、「豊かで活力ある地方創りと分散型国づくり」の３点を柱に、令和 ４ 年度

第２次補正予算と合わせて切れ目なく取組を進め、施策効果の早期発現を図る。

○ 新・担い手３法も踏まえ、施工時期等の平準化や適正価格・工期での契約、必要

な変更契約等による適切な価格転嫁、国庫債務負担行為の積極的な活用、地域

企業の活用に配慮した適正規模での発注等を推進する。

○ 新技術の導入やi-Construction の推進、建設キャリアアップシステムの普及、技

能者の賃金引上げ、週休２日の実現、外国人技能労働者の受入・育成等、生産性

向上や働き方改革等にも取り組む。

○ 加えて、災害等に備え、防災体制等の拡充・強化を図る。

主な項目

「流域治水」の本格的実践

［5,406 億円(1.01)］

土砂災害対策の加速化・強化

［966 億円(1.01)］

持続可能なインフラメンテナンス

の実現 [7,388 億円(1.03)］

通学路等の交通安全対策の推進

［2,509 億円(1.02)］

効率的な物流ネットワークの早期

整備・活用 [3,627 億円(1.01)］

インフラ・まちづくり分野における

脱炭素化の推進［135 億円(1.14)］

i-Construction の推進

［15 億円(1.03)］

など

※R5.1.23「国交省 令和5年度予算概要」より
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予防保全による老朽化対策 ～安全・安心な道路を次世代へ～
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長寿命化修繕計画の推進

新技術を活用した維持管理
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地域における維持管理・老朽化対策の効率化

道路システムのＤＸ ～ｘROAD（クロスロード）の実現～
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ｘＲＯＡＤ（道路データプラットフォーム）の構築と多方面への活用

8
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岩手県道路メンテナンス会議の活動状況

１．令和４年度の活動報告 資料２

年度 月 会議 研修会・講習会・技術支援 広報活動

2022
（R4）

4
5
6

6/8_(局)事務局会議 6/27～7/1_橋梁初級Ⅰ（ⅰ期）※
岩手河国Twitter動画投稿
点検支援技術を活用したﾄﾝﾈﾙ点検

7
8
9

8/30_第１回道路メンテナンス会議

8/23～26_トンネル初級※
8/30_橋梁点検講習会

（ＰＣ橋の点検ポイント）
Web開催、参加者：51名

9/26～30_橋梁初級Ⅰ（ⅱ期）※
9/27_点検支援技術講習会

現地：両石高架橋（釜石市）
参加者：30名

10
11
12

10/28_橋梁架替工事現場及び
点検支援技術講習会
現地：徳田橋（盛岡市）
参加者：59名

10/31～11/2_橋梁初級Ⅱ研修※
10/31～12/13_高校生との協働による橋梁点検（現地点検）

盛岡工業高校（生徒8人）、久慈工業高校（生徒5人）
黒沢尻工業高校（生徒8人）、一関工業高校（生徒6人）
花巻農業高校（生徒5人）

12/9_溝橋点検講習会
現地：国道45号ボックス（野田村）
参加者：15名

1
2
3

2/7_第２回道路メンテナンス会議・
道路鉄道連絡会議

・1/31県版「道路メンテナンス概要」公表
・道路インフラ老朽化対策ポスター

展示（県内 道の駅 １４箇所）予定

※青字は整備局主催研修 10

Ｒ３定期点検結果、２巡目(R元～R5)点検計画説明、Ｒ４年度活動計画、意見交換

■参 加 者：岩手県道路メンテナンス会議構成各道路管理者ほか ８３名（事務局含み）
■主 催：岩手県道路メンテナンス会議
■開 催 日：令和４年８月３０日（火）
■内 容： １）Ｒ３定期点検結果

２）定期点検２巡目（R元～R5）点検計画
３）Ｒ４年度活動計画
４）意見交換

■令和４年度 第１回岩手県道路メンテナンス会議（ＷＥＢ方式）

▲岩手河川国道事務所会場

１．令和４年度の活動報告 資料２
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自治体等職員への橋梁点検講習

■参 加 者 ： 自治体職員及び直轄職員 ５１名（事務局含み） ２２市町村
■主 催 ： 岩手県道路メンテナンス会議
■開 催 日 ： 令和４年８月３０日（火）
■研 修 内 容： （一社）プレストレスト・コンクリート建設業協会東北支部

による「ＰＣ橋の点検ポイント」についての講義
講義内容

１．点検のポイント
２．目視点検時の性能診断
３．非破壊検査の概説
４．最新技術動向の紹介

■令和４年度 第１回 橋梁点検講習会

▲講習状況 ▲講習時のWEB画面

１．令和４年度の活動報告 資料２
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■参 加 者：自治体職員及び直轄職員 ３０名（事務局含み） ７市町村
■主 催：岩手県道路メンテナンス会議
■開 催 日：令和４年９月２７日（火）
■研修内容：１）点検支援技術の活用事例（南三陸沿岸国道事務所）

・点検支援技術性能カタログの拡充（R4.9.6記者発表）について情報提供
・直轄橋梁点検における活用事例（２技術）の紹介
・現場講習会で活用する点検支援技術の概要
２）現地講習会 （Ｅ４５ 両石高架橋（釜石市））
・「無人航空機（マルチコプター）を利用した橋梁点検画像取得装置 M300RTK-i」による

橋脚の点検

■点検支援技術講習会

▲活用事例の紹介状況 ▲現地講習会状況

１．令和４年度の活動報告 資料２
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徳田橋の既設橋梁点検結果と架替経緯、施工品質管理、新技術の紹介

■参 加 者：自治体職員及び直轄職員 ５９名（事務局含み）
■主 催：岩手県道路メンテナンス会議
■開 催 日：令和４年１０月２８日（金）
■内 容： １）徳田橋の架替工事について

既設橋梁の点検結果、架替経緯、施工品質管理
２）点検支援技術について

新技術の紹介（橋梁点検ロボットカメラ）

■令和４年度 橋梁架替工事現場及び点検支援技術講習会

▲現場講習状況 ▲点検支援講習状況

１．令和４年度の活動報告 資料２
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■参 加 者：自治体職員及び直轄職員 １５名（事務局含み） ７市町村
■主 催：岩手県道路メンテナンス会議
■開 催 日：令和４年１２月９日（金）
■研修内容：現地講習会（国道４５号ボックス：野田村）

溝橋点検における基本事項および点検時の留意事項など説明
・溝橋について
・点検要領について
・溝橋点検の概要
・溝橋点検における着目点・留意事項

■溝橋点検講習会

▲現地講習会状況 ▲現地実習状況

１．令和４年度の活動報告 資料２
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岩手県１．令和４年度の活動報告（高校生との協働による橋梁点検①）

○高校生に道路インフラメンテナンスの必要性や重要性の理解を深めてもらうとともに

自ら実施した点検が県民の安全な暮らしを支えるという土木の魅力を高校生に感じてもらい

将来のインフラメンテナンスを担う土木技術者の担い手の確保・育成を推進する。

高校生との協働による橋梁点検の実施状況
【健全性診断】

【補修設計勉強会】

メンテナンスサイクルの流れに沿って橋梁の
メンテナンスを実習形式で学習

【報告会】

【現地点検】

【点検調書】

年度 橋梁点検数

R３

①盛岡工業高校

②久慈工業高校

③黒沢尻工業高校

④一関工業高校

R１ ①盛岡工業高校

R２

①盛岡工業高校

②久慈工業高校

土木科３年生
（７人）

建設環境科２年生
（８人）

土木科３年生
（８人）

建設環境科２年生
（７人）

土木科３年生
（５人）

R４

①盛岡工業高校
土木科３年生
（８人）

３橋

②久慈工業高校
建設環境科２年生
（５人）

３橋

③黒沢尻工業高校
土木科３年生
（８人）

３橋

対象高校

⑤花巻農業高校
環境科学科３年生
（５人）

３橋

④一関工業高校
土木科３年生
（６人）

３橋

土木科３年生
（７人）

３橋

５橋

４橋

４橋

４橋

４橋

４橋

土木科３年生
（９人）

資料２

16
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【現地点検】

○県等の指導を受け、岩手県道路橋定期点検要領に基づいて高校生が現地で点検を実施。

○令和３年度からは、高校生のインフラメンテナンスに関する興味・関心を高めるため

ドローンなどの新技術を活用した橋梁点検も実施。

新技術を活用した橋梁点検の実施状況

ドローン

ドローン

ドローンによる点検状況を
確認するためのモニター

【ドローンを活用した点検状況】

【コンクリート構造物変状部検知システムを活用した点検状況】

瀬畑大橋(R３黒沢尻工業高校)

千歳橋(R３一関工業高校)

現地点検の実施状況

下黒沢川橋(R１盛岡工業高校)

蒲野橋(R２久慈工業高校)

岩手県

正徳橋(R４盛岡工業高校)

狼久保橋(R４花巻農業高校)

中島橋(R３黒沢尻工業高校)

１．令和４年度の活動報告（高校生との協働による橋梁点検②）

資料２
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【健全性診断】

○現地での点検結果を踏まえて、県等の指導を受け高校生が点検橋梁の健全性を診断。

【報告会】

○高校生との協働による橋梁点検の成果は点検調書として取りまとめ、報告会で県に提出。

○点検調書には橋梁点検を実施した生徒の名前も記載され、岩手県道路橋長寿命化修繕計画

や補修設計等の基礎資料として活用。

健全性診断の実施状況

R１盛岡工業高校

R３一関工業高校

岩手県

R３一関工業高校

R２盛岡工業高校

岩手県

岩手県

一関工業高校

盛岡工業高校

報告会の実施状況

点検調書には点検を実施
した生徒の名前も記載

高校生との協働による
橋梁点検の点検調書

高校生が点検結果を県に
報告し成果を県政に活用

１．令和４年度の活動報告（高校生との協働による橋梁点検③）

資料２
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○国土交通省等が社会資本のメンテナンスに係る優れた取組等を表彰する第６回インフラ

メンテナンス大賞において、本取組が国土交通大臣賞を受賞(本県では初めての大臣賞受賞)

第６回インフラメンテナンス大賞 受賞者(国土交通省)

出典：国土交通省ホームページ

岩手県１．令和４年度の活動報告（高校生との協働による橋梁点検④）

資料２
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【第６回インフラメンテナンス大賞 表彰式】

○日時：令和５年１月13日（金） ○場所：中央合同庁舎第３号館10階 共用会議室

岩手県

第６回インフラメンテナンス大賞
パンフレット(岩手県関係抜粋)

１．令和４年度の活動報告（高校生との協働による橋梁点検⑤）

資料２

21
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２．1巡目点検施設の修繕等措置の実施状況（2022.12末時点）
資料３

○ １巡目点検で次回点検まで（５年以内）に措置を講ずるべき判定区分Ⅲ・Ⅳの施設で、２０２２年１２月末まで
に修繕等の措置に着手した割合は、橋梁：７７％、トンネル：９１％、道路附属物等：９４％

○ 一方、修繕等措置に未着手の施設数は、橋梁：３０３橋、トンネル：９箇所、道路附属物等：３施設

【施設別の判定区分Ⅲ、Ⅳの修繕等措置の実施状況（岩手県）】

未着手施設数 措置着手率(A/B)、措置完了率(C/A)

うち完了(C) (A-B) 管理者

国土
交通省

高速道路
会社

地方公共
団体

54
(6%)

地方公共
団体

地方公共
団体

(77%) (50%) (23%)

道路
附属物等

51 31 3

国土
交通省

高速道路
会社(94%) (57%)

国土
交通省

高速道路
会社(91%) (62%) (9%)

トンネル
90 61 9

措置が必要な
施設数(A)

措置に着手済
の施設数(B)

施設

橋梁
1,039 672

1,342

99

303

※2014～2018年度に点検診断済み施設のうち、判定区分Ⅲ・Ⅳと診断された施設で、修繕等措置（設計含む）に着手（又は工事が完成）した割合（2022.12末時点)
※道路附属物等：シェッド、大型カルバート、横断歩道橋、門型標識等

97%

81%

75%

82%

77%

96%

100%

91%

96%

80%

36%

50%

65%

54%

62%

40%

70%

50%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

：修繕等措置（設計を含む）に着手した割合

：修繕等措置が完了した割合

措置着手率

措置完了率

23
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２．1）橋梁の修繕等措置の実施状況（2022.12末時点）
資料３

○ １巡目点検で判定区分Ⅲ・Ⅳと診断された橋梁で、２０２２年１２月末までに修繕等の措置に着手した割合
は、国土交通省：９７％、高速道路会社：８１％、県・政令市：１００％、市町村：６９％

○ 地方公共団体の２０１６年度点検で判定区分Ⅲ・Ⅳと診断された橋梁の修繕等措置の着手率は７３％

【橋梁の判定区分Ⅲ、Ⅳの修繕等措置の実施状況（岩手県）】

※2014～2018年度に点検診断済み施設のうち、判定区分Ⅲ・Ⅳと診断された施設で、修繕等措置（設計含む）に着手（又は工事が完成）した割合（2022.12末時点)

措置着手率(B/A)、措置完了率(C/A)

うち完了(C) 点検年度

1039 672 303

(77%) (50%) (23%)

(31%)

(80%)

54

措置が必要な
施設数(A)

管理者
未着手施設数

(A-B)
措置に着手済
の施設数(B)

63
79

国土
交通省

77
(97%)

2
(3%)

150

地方公共
団体計

2014

(81%) 2017

2015
2016

2014

(36%)

2015
2016
2017
2018

28
(19%)

122

2014

1,113
840

高速道路
会社

2018

2015
2016

2018
(75%) (50%)

555 273
(25%)

2015
2016

2018

2017

(100%) 2017

2015
2016

2014

161
(70%)

394
(45%)

0
(0%)

273

県・
政令市

市町村

合計 1,342

2017
2018

(69%)

229
229

2014

884
611

着手済完了済

100%
100%
100%

94%
93%

100%
100%
100%
96%

43%

87%
89%

73%
63%

73%
100%
100%
100%
100%
100%

74%
86%

68%
58%

69%

100%
94%

75%
63%
60%

19%
33%

68%
33%
32%

66%
69%

46%
39%
38%

85%
91%

65%
50%

30%
48%

63%
42%

37%
40%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

25

２．1）橋梁の修繕等措置の実施状況（2022.12末時点）
資料３

【橋梁の点検実施年度別の判定区分Ⅲ、Ⅳの修繕等措置の実施状況（岩手県）】

※2014～2018年度に点検診断済み施設のうち、判定区分Ⅲ・Ⅳと診断された施設で、修繕等措置（設計含む）に着手（又は工事が完成）した割合（2022.12末時点)

点検実施
年度

1,039 672 303
(77%) (50%) (23%)

2015
2016
2017
2018

9 079

18 18 18

16 15 10 (3%)

17 0
(81%)

措置が必要な
施設数(A)

措置に着手済
の施設数(B)

措置完了済の
施設数(C）

未着手施設数
(A-B)

管理者

国土
交通省 1

15 14 9 1

77
(97%)

63
(80%)

2

0
18 18 17 0
12 12

2014

(19%)2017 27 26 9 1

54

5

28

0
2015 24 24 8 0
2016

2014

150

27

122

20 15 27

地方公共
団体計

2014

1,113

141

840

122

555

高速道路
会社

27

25 25

2018 47

(36%)

93

273

19
2015 196 174 135 22
2016 384

90
2018 147 108 56 39

281 176 103
(75%) (50%) (25%)

68

62 62

2018 23

2017 245 155 95

40

7

0
(100%) (70%) (0%)2017 32 32 16 0

161

58

0

0
2015 44 44 40 0
2016

2014

229

68

229

23

(45%)

0
2014

884

73

611

54

394
(31%)

35

273

19
2015 152 130 95 22
2016 322

県・
政令市

市町村

合計 1,342

2017 213 123 79 90
2018 124 85 49 39

219 136 103
(69%)
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２．２）トンネルの修繕等措置の実施状況（2022.12末時点）
資料３

※2014～2018年度に点検診断済み施設のうち、判定区分Ⅲ・Ⅳと診断された施設で、修繕等措置（設計含む）に着手（又は工事が完成）した割合（2022.12末時点)

○ １巡目点検で判定区分Ⅲ・Ⅳと診断されたトンネルで、２０２２年１２月末までに修繕等の措置に着手した割合
は、国土交通省：８２％、高速道路会社：７７％、県・政令市：１００％、市町村：８６％

○ 地方公共団体の２０１６年度点検で判定区分Ⅲ・Ⅳと診断されたトンネルの修繕等措置の着手率は９３％

【トンネルの判定区分Ⅲ、Ⅳの修繕等措置の実施状況（岩手県）】

措置着手率(B/A)、措置完了率(C/A)

うち完了(C) 点検年度

90 61 9
(91%) (62%) (9%)

(14%)

(65%)

7

措置が必要な
施設数(A)

管理者
未着手施設数

(A-B)
措置に着手済
の施設数(B)

11
17

国土
交通省

14
(82%)

3
(18%)

13

地方公共
団体計

2014

(77%) 2017

2015
2016

2014

(54%)

2015
2016
2017
2018

3
(23%)

10

2014

69
66

高速道路
会社

2018

2015
2016

2018
(96%) (62%)

43 3
(4%)

2015
2016

2018

2017

(100%) 2017

2015
2016

2014

33
(69%)

10
(48%)

0
(0%)

3

県・
政令市

市町村

合計 99

2017
2018

(86%)

48
48

2014

21
18

着手済完了済

100%
0%

100%
0%

63%
100%
100%
100%

60%
75%

96%
100%

93%
100%

75%
100%
100%
100%
100%
100%

92%
100%

75%
100%

50%

100%
0%

100%
0%

25%
100%

0%
100%

20%
75%

56%
45%

64%
100%

25%
64%

40%
70%

100%
50%
46%

100%
50%

100%
0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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２．２）トンネルの修繕等措置の実施状況（2022.12末時点）
資料３

【トンネルの点検実施年度別の判定区分Ⅲ、Ⅳの修繕等措置の実施状況（岩手県）】

※2014～2018年度に点検診断済み施設のうち、判定区分Ⅲ・Ⅳと診断された施設で、修繕等措置（設計含む）に着手（又は工事が完成）した割合（2022.12末時点)

点検実施
年度

90 61 9
(91%) (62%) (9%)

県・
政令市

市町村

合計 99

2017 1 1 1 0
2018 2 1 0 1

3 2 1
(86%) (48%)

0
2014

21

13

18

12

10
(14%)

6

3

1
2015 1 1 1 0
2016 4

0
(100%) (69%) (0%)2017 12 12 12 0

33

9

0

0
2015 10 10 4 0
2016

2014

48

14

48

2

14

10 10

2018 2

2017 13 13 13

7

1

0
2018 4 3 1 1

13 9 1
(96%) (62%) (4%)

15

3

1
2015 11 11 5 0
2016 14

地方公共
団体計

2014

69

27

66

26

43

高速道路
会社

1

2 2

2018 4

(54%) (23%)2017 5 3 1 2

7

1

3

0
2015 1 1 0 0
2016

2014

13

1

10

3 3 1

措置が必要な
施設数(A)

措置に着手済
の施設数(B)

措置完了済の
施設数(C）

未着手施設数
(A-B)

管理者

国土
交通省 0

8 5 2 3

14
(82%)

11
(65%)

3

0
0 0 0 0
1 1

2014
2015
2016
2017
2018

1 017

8 8 8

0 0 0 (18%)

2 0
(77%)
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２．３）道路附属物等の修繕等措置の実施状況（2022.12末時点）
資料３

※2014～2018年度に点検診断済み施設のうち、判定区分Ⅲ・Ⅳと診断された施設で、修繕等措置（設計含む）に着手（又は工事が完成）した割合（2022.12末時点)

○ １巡目点検で判定区分Ⅲ・Ⅳと診断された道路付属物等で、２０２２年１２月末までに修繕等の措置に着手
した割合は、国土交通省：１００％、高速道路会社：９１％、県・政令市：１００％、市町村：８８％

○ 地方公共団体の2016年度点検で判定区分Ⅲ・Ⅳと診断された道路付属物等の修繕等措置の着手率は８６％

【道路附属物等の判定区分Ⅲ、Ⅳの修繕等措置の実施状況（岩手県）】

措置着手率(B/A)、措置完了率(C/A)

うち完了(C) 点検年度

51 31 3
(94%) (57%) (6%)

(13%)

(40%)

16

措置が必要な
施設数(A)

管理者
未着手施設数

(A-B)
措置に着手済
の施設数(B)

2
5

国土
交通省

5
(100%)

0
(0%)

23

地方公共
団体計

2014

(91%) 2017

2015
2016

2014

(70%)

2015
2016
2017
2018

2
(9%)

21

2014

26
25

高速道路
会社

2018

2015
2016

2018
(96%) (50%)

13 1
(4%)

2015
2016

2018

2017

(100%) 2017

2015
2016

2014

8
(44%)

5
(63%)

0
(0%)

1

県・
政令市

市町村

合計 54

2017
2018

(88%)

18
18

2014

8
7

着手済完了済

0%
0%

100%
100%

0%
100%
100%
100%
100%

75%
100%

0%
86%

100%
0%

100%
0%

100%
100%

0%
0%
0%

83%
100%

0%

0%
0%

67%
0%
0%

100%
100%
100%
100%

13%
33%

0%
86%

43%
0%

33%
0%

100%
60%

0%
0%
0%

83%
0%
0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

29

２．２）道路附属物等の修繕等措置の実施状況（2022.12末時点）
資料３

【道路附属物等の点検実施年度別の判定区分Ⅲ、Ⅳの修繕等措置の実施状況（岩手県）】

※2014～2018年度に点検診断済み施設のうち、判定区分Ⅲ・Ⅳと診断された施設で、修繕等措置（設計含む）に着手（又は工事が完成）した割合（2022.12末時点)

点検実施
年度

51 31 3
(94%) (57%) (6%)

2015
2016
2017
2018

2 05

0 0 0

2 2 0 (0%)

7 0
(91%)

措置が必要な
施設数(A)

措置に着手済
の施設数(B)

措置完了済の
施設数(C）

未着手施設数
(A-B)

管理者

国土
交通省 0

0 0 0 0

5
(100%)

2
(40%)

0

0
0 0 0 0
3 3

2014

(9%)2017 4 4 4 0

16

1

2

0
2015 3 3 3 0
2016

2014

23

1

21

6 1 2

地方公共
団体計

2014

26

12

25

12

13

高速道路
会社

1

7 7

2018 8

(70%)

4

1

0
2015 0 0 0 0
2016 7

0
2018 0 0 0 0

6 6 1
(96%) (50%) (4%)

12

1 1

2018 0

2017 7 7 3

1

0

0
(100%) (44%) (0%)2017 5 5 3 0

8

4

0

0
2015 0 0 0 0
2016

2014

18

12

18

0

(63%)

0
2014

8

0

7

0

5
(13%)

0

1

0
2015 0 0 0 0
2016 6

県・
政令市

市町村

合計 54

2017 2 2 0 0
2018 0 0 0 0

5 5 1
(88%)


